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1. はじめに 

 ソフトウェアテストはソフトウェアの品質を

確保する上で重要である．しかしながら，現状，

テストは大部分が手動で行われており，漏れや

ミスが発生してしまうという問題がある．この

ような問題を解決するため，筆者らは，業務シ

ステムの結合テストをスコープとし，これまで

単一画面遷移を対象とし，ソフトウェア設計書

からテスト項目を網羅的に自動生成する取り組

みを行ってきた [1]． 

本研究では，よりテスト項目の自動生成領域

を拡大し，単一画面遷移より粒度の大きいテス

トである複数画面遷移を伴うテスト（以降，シ

ナリオテストと呼ぶ）におけるテスト項目自動

生成手法を提案する．本研究では，シナリオテ

ストにおいて，設計書に基づき機能性に関する

正常系，準正常系のテスト項目を網羅的に自動

生成できるようにすることを目的とする． 

 

2. 提案手法 

本研究では，モデルベーステストの考え方に

基づき，設計工程の成果物である設計書から網

羅性の高いテスト項目を自動生成するアプロー

チをとる．本アプローチの特徴は以下の 2 点で

ある． 

 設計工程で必ず作成する成果物であるユー

スケース記述，画面遷移図という 2 種類の

設計書を入力として，そこからテスト項目

を自動生成するため，開発現場への導入障

壁が低い． 

 ユースケーステスト技法[2]，経路網羅とい

った考え方に基づき，網羅性の高いテスト

項目を生成できる． 

以下，ログイン処理と検索処理から構成される

簡単なアプリケーションを例として，提案手法

が入力とする設計書と，テスト項目の生成方式

について説明する． 

 

 

 

 

 

 
図 1 ユースケース記述 

 

 
図 2 画面遷移図 

提案手法が入力とするユースケース記述と画

面遷移図を図 1,2 にそれぞれ示す．ユースケー

ス記述では，ログインを行い，次に検索を行い，

最後に検索結果画面を確認し終了する，といっ

た正常系のシナリオである基本フロー，そして，

途中でログインに失敗した場合のエラー処理な

ど準正常系のシナリオである代替/例外フローを，
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利用者のアクションとシステムのアクションに

分けて記述される．画面遷移図では，アプリケ

ーションの各画面と，各画面における利用者ア

クションとそのアクションに紐づく画面遷移の

情報を記述される． 

 上述した 2 種類の設計情報を入力とし，提案

手法では以下の 3 つの観点で網羅性の高いテス

ト項目を生成する． 

 
図 3 テスト項目表 

 

観点(ア)：利用者視点に基づいたテストを生

成する．具体的には，ユースケーステスト技法

の考え方に従い，ユースケース記述から「基本

フローを順次実行するパス」，「それぞれの代

替/例外フローを 1 回実行するパス」，「全ての

代替/例外フローを実行するパス」，「それぞれ

の代替/例外フローを指定された回数実行するパ

ス(今回は回数を 2とした)」を抽出する． 

 観点(イ)：ユースケース記述からだけでは，

作成されない利用者視点のテストを，ソフトウ

ェアの構造に基づいた情報を補完することで生

成する．具体的には，ユースケース記述と画面

遷移図を用いたマッチングを行うことで，ユー

スケース記述からだけでは作成されないテスト

を補完する．例えば，「戻るリンク押下」等の

テストがこれに相当する． 

 観点(ウ)：ソフトウェアの構造に基づいたテ

ストを生成する．具体的には，どの画面でもシ

ステムが終了しうるという観点のもと，経路網

羅の考え方に基づきテスト項目を抽出する． 

 これらの観点に基づき，図 3 に示すようなテ

スト項目表を出力する．各テスト項目には手順

や確認内容が記述されており，テスト実施者は

このテスト項目表を用いながらテストを実施し

ていくことができる． 

 

3. 評価 

提案手法によるテスト項目自動生成で，これ

まで手動で作成されていたテスト項目作成をど

れだけカバーできるか，手動作成で漏れていて

提案手法によって補強されたテスト項目がある

かどうか，また，自動生成ではカバーできなか

った項目がどれだけあるかという観点で評価を

行った． 

評価には，実開発案件であるシステム A（5 機

能，33 画面，テスト項目は 91 件）を用い，図 4

のように元々存在するシステム A の設計書を提

案手法が入力とする設計書へ書き換え，そこか

らテスト項目自動生成を行い，この自動生成し

たテスト項目 104 件と，手動作成されたテスト

項目 91 件との比較を行った．評価結果は図 5 の

ようになった． 

 
図 4 評価方法 

 
図 5 評価結果 

シナリオテスト(正常系，準正常系の画面遷

移)については，87.9%(91 件中 80 件)の試験内容

をカバーできた．自動生成できなかったテスト

項目は 12.1%(91 件中 11 件)であり，これは，観

点（イ）で，複数のユースケースを跨ぐ遷移を

無視していることなどが原因であった．また，

手動作成では漏れており提案手法で補強できた

テスト項目は 91 件あった．これは元々，手動作

成されたテスト項目が経路網羅に基づいた考え

で作成されていなかったためである． 

 

4. まとめ 

本研究では，設計書に基づきシナリオテスト

のテスト項目を自動生成する手法を提案し，実

開発案件を用いた評価を行った．今後は，開発

現場のフィードバックを得ながら，使える技術

を目指して手法を改良していきたい． 
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